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日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
・
槇
文
彦（
1
9
2
8

－

2
0
2
4
）。

江
戸
東
京
の
都
市
が
持
つ
空
間
性
を
世
界
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
の
中
に
位
置
付
け
た
槇
の
思
想
は
、

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
相
克
の
観
点
か
ら
国
際
的
な
評
価
を
集
め
た
。
そ
し
て
槇
と
慶
應
義
塾
と
の
縁
は
こ
と
の
ほ
か
深
い
。
槇
の
思
想
の
根
底
に
は
福
澤
諭
吉
を
祖
と
し
、

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
を
思
想
面
か
ら
先
導
し
た
慶
應
義
塾
の
精
神
が
感
じ
ら
れ
る
。
槇
自
身
も
幼
少
期
か
ら
慶
應
義
塾
に
学
び
、建
築
家
と
し
て
三
田
、日
吉
、湘
南
藤
沢
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
設
計
を
手
掛
け
た
。

と
り
わ
け
1
9
9
0
年
開
校
の
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス（
S
F
C
）は
慶
應
義
塾
に
と
っ
て
も
、槇
に
と
っ
て
も
試
金
石
と
な
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。 

S
F
C
で
は
2
0
2
1
年
よ
り
5
年
に
わ
た
り
、株
式
会
社
竹
中
工
務
店
の
支
援
の
下
、寄
附
講
座「
槇
文
彦
建
築
と
ア
ー
バニ
ズ
ム
思
想
」が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
の
一
環
と
し
て
、

槇
の
建
築
的
手
法
の
分
析
や
思
想
に
関
す
る
論
述
、槇
と
直
接
的
な
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
への
取
材
な
ど
を
中
心
と
し
た
書
籍『
慶
應
義
塾
の
槇
文
彦
│
│
建
築
と
ア
ー
バニ
ズ
ム
思
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）を
出
版
す
る
。

講
座
の
総
括
と
出
版
を
期
し
、槇
文
彦
の
意
義
を
考
え
直
す
場
を
設
け
る
こ
と
で
、不
世
出
の
建
築
家
が
紡
い
だ
建
築
と
ア
ー
バニ
ズ
ム
の
思
想
を
振
り
返
り
、

私
た
ち
が
今
、槇
文
彦
か
ら
何
を
受
け
と
れ
る
か
、改
め
て
語
り
合
い
た
い
。

建築とアーバニズム思想

私
た
ち
は
今
、な
に
を
継
承
で
き
る
か̶

日時 ● 2026年6月19日（金）｜19:00～20:30（開場18:30）
場所 ● 慶應義塾大学三田キャンパス北館ホール
東京都港区三田2-15-45（https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html）

主催 ● 慶應義塾大学総合政策学部、環境情報学部、
政策・メディア研究科 株式会社竹中工務店寄附講座「槇文彦建築とアーバニズム思想」
共催 ● 慶應義塾大学アート・センター
協力 ● 慶應義塾大学出版会株式会社
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
参加無料
お申し込み ● https://forms.gle/KKnpCLMvsdcrNbKp6

プログラム
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
基調講演 ● 松隈洋（建築史家、神奈川大学建築学部教授）
「（晩年の）槇文彦が考えていたこと」
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
講演 ● 上西明（建築家、上西建築都市設計事務所代表）、坪井みどり（槇文彦長女）
「若き日の槇文彦──〈〈西方の旅〉〉の手帳を中心に」
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
ディスカッション ● 「槇文彦の建築とアーバニズム思想」
松隈洋、上西明、坪井みどり、大野秀敏（建築家、アプル総合計画事務所代表）、
池田靖史（東京大学大学院工学系研究科建築学専攻特任教授）

慶應義塾の槇文彦
Talk

Event


